
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              
 

 

平
成
か
ら
令
和
へ 

 

初
春
令
月 

気
淑
風
和
、
梅
披

鏡
前
之
粉
、
蘭
薫
珮
後
之
春 

（
時
あ
た
か
も
新
春
の
好
き
月
、

空
気
は
美
し
く
風
は
や
わ
ら
か

に
、
梅
は
美
女
の
鏡
の
前
に
装

う
白
粉
の
ご
と
く
白
く
咲
き
、

蘭
は
身
を
飾
っ
た
香
の
如
き
か

お
り
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
。
） 

 
〇
天
皇
陛
下
が
四
月
三
十
日
、

退
位
さ
れ
ま
し
た
。 

「
退
位
礼
正
殿
の
儀
」 

天
皇
陛
下
の
退
位
は
一
千
八
百

十
七
年
の
光
格
天
皇
以
来
二
百

二
年
振
り
の
こ
と
で
す
。 

〇
五
月
一
日
午
前
零
時
皇
太
子

様
が
新
天
皇
に
即
位
さ
れ
、
元

号
は
平
成
か
ら
令
和
と
な
り
ま

し
た
。 

「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」 

 

◎
あ
な
た
に
と
っ
て
、
十
連
休

と
は
ど
う
で
し
た
か
？ 

 

◎
平
成
三
十
一
年
度
、
高
島
支
部
の 

総
会
を
開
催 

 

平
成
年
度
最
後
と
な
る
「
支
部
総

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

場
所
：
新
旭
「
鶴
亀
」 

 

日
時
：
４
月
９
日
（
火
）
十
一
～ 

会
員
出
席
者
三
十
三
名
に
加
え
同
窓

会
本
部
か
ら
堀
江
勇
夫
会
長
が
ご
臨

席
の
な
か
、
前
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
に
引
き
続
き
今
年
度
の
事
業

計
画
・
収
支
予
算
が
発
表
さ
れ
、
い

ず
れ
も
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
地
区
幹
事
他
役
員
任
期

は
２
年
目
の
後
半
に
入
り
同
じ
顔
ぶ

れ
で
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
目
出
度
く
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
米
原
校
二
十
三
期
卒
業
（
文
芸
）

の
松
本
敬
三
さ
ん
が
お
慶
び
の
言
葉

と
長
寿
の
秘
訣
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た 

（
今
で
も
一
時
間
の
散
歩
は
続
け
て

い
る
、
と
の
事
で
す
） 

  

 

レイ大高島通信 
レイカディア大学同窓会高島支部 

 

第７３号 令和元年５月２０日     

発行責任者  木下 納 

 

http://www.e-biwako.jp/04_daigaku/index.html


◎
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
本
部 

の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

場
所
：
レ
イ
大
草
津
校
大
教
室 

 

日
時
：
四
月
二
十
四
日
（
火
） 
 

十
四
時
三
十
分
～ 

 

な
お
、
三
日
月
知
事
の
特
別
講
演

は
残
念
な
が
ら
知
事
の
都
合
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
長
寿
者
慶
祝
の
儀
が
有
り
、

白
寿
者
二
名
を
含
む
三
四
名
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
席
さ
れ

た
の
は
一
六
名
の
方
々
で
し
た
。 

 

高
島
支
部
の
松
本
敬
三
さ
ん
は
当

日
の
都
合
が
ど
う
し
て
も
つ
か
ず
、

欠
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

◎
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学 

 

第
四
二
期 

学
生
募
集 

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
始
ま
る
。 

（
１
）
四
月
二
七
日
（
土
） 

平
和
堂 

今
津
店
・
五
名 

平
和
堂 

今
津
店
前
に
て
標

記
学
生
募
集
の
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
。 

感
触
：
予
想
以
上
に
配
布
活
動
は
進

ん
だ
。 

 
 

 
レ
イ
大
卒
業
で
あ
る
が
同
窓

会
に
入
っ
て
い
な
い
、
と
云

う
方
も
現
れ
話
が
弾
ん
だ
。 

（
２
）
五
月
一
一
日
（
土
） 

 
 
 

平
和
堂
安
曇
川
店
・
八
名 

 
 
 

（
社
協
本
部
か
ら
の
応
援
（
監

視
？
）
の
一
名
が
あ
っ
た
。
） 

 
 
 

連
休
明
け
の
快
晴
の
土
曜
日 

で
あ
っ
た
が
、
思
い
の
ほ
か
出

足
は
悪
か
っ
た
。
や
は
り
、
量

販
店
の
乱
立
が
影
響
し
て
い

る
の
か
？ 

◎
び
わ
湖
の
水
は
ど
う
な
る
の
？ 

酸
素
を
多
く
含
ん
だ
湖
面
近
く
の
水

が
湖
底
の
水
と
混
ざ
り
合
う
び
わ
湖

の
「
全
層
循
環
」（
び
わ
湖
の
深
呼
吸

と
も
云
わ
れ
て
い
る
）
に
つ
い
て
、

県
は
、
今
季
は
確
認
出
来
な
か
っ
た

と
発
表
し
た
。
全
層
循
環
は
冬
に
び

わ
湖
の
表
層
の
水
が
冷
や
さ
れ
て
下

層
に
沈
み
込
み
、
下
層
の
水
が
上
昇

し
て
上
層
と
混
ざ
り
合
う
現
象
と
冬

期
山
に
降
っ
た
雪
が
春
に
雪
解
け
水

と
な
っ
て
び
わ
湖
に
流
れ
込
み
、
湖

底
の
水
を
上
層
に
押
し
上
げ
る
現
象

も
全
層
循
環
を
助
け
て
い
る
。 

 

冬
の
全
循
環
の
遅
れ
は
、
そ
の
次

の
秋
の
深
水
層
の
溶
存
酸
素
の
低
下

に
強
く
影
響
し
ま
す
。
今
後
も
暖
冬

の
影
響
で
全
循
環
が
遅
れ
る
こ
と
に

よ
る
深
水
層
の
低
酸
素
化
が
さ
ら
に

進
行
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

（
深
水
層
に
も
多
く
の
動
植
物
が
生

育
し
て
い
ま
す
） 

  

◎
高
島
支
部
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
見
て
く
だ
さ
い
。 

パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
に
お
願
い
。

是
非
一
度
、
高
島
支
部
の
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。 

隔
月
で
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
る

「
高
島
ミ
ニ
通
信
」
で
は
、
な
か
な

か
十
分
な
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
お

届
け
す
る
こ
と
は
出
来
て
い
ま
せ
ん

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
支
部
の
動
き

が
逐
一
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
確
認
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

① 

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同

窓
会 

② 

高
島
支
部 

③ 

該
当
す
る
項
目
を
ク
リ
ッ
ク
し
、 

【
フ
ァ
イ
ル
を
開
く
】 

以
上
の
操
作
で
ご
希
望
の
項
目
が
閲

覧
出
来
ま
す
。 

一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。 

尚
、
現
在
高
島
支
部
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
制
作
を
担
当
し
て
い
る
の
は
今

津
地
区
の
楯 

進
さ
ん
で
す
。 


